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八
ヶ
岳
山
系
赤
岳
の
南

の
山
麓
、
清
里
の
高
原
に

「
清
泉
寮
」
と
い
う
宿
泊
施

設
が
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教

の
聖
公
会
系
の
青
少
年
訓

練
キ
ャ
ン
プ
の
拠
点
と
し

て
戦
前
に
発
足
し
た
。

　

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の
乳
牛

や
羊
を
飼
う
牧
場
も
あ
る
。

休
日
に
は
小
さ
い
子
を
連

れ
た
家
族
連
れ
が
沢
山
訪

れ
る
。

　

標
高
千
四
百
ｍ
位
の
高

所
な
の
で
富
士
の
雄
大
な

裾
野
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

横
浜
か
ら
こ
ち
ら
に
移

り
住
み
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

栽
培
し
て
い
る
と
云
う
方

と
話
す
機
会
が
あ
っ
た
。

紅
葉
の
最
盛
期
は
二
週
間

前
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　

風
が
吹
く
と
寒
い
。

　

ロ
ビ
ー
に
あ
る
暖
炉
に

は
太
い
薪
が
く
べ
て
あ
っ

た
。
ち
ろ
ち
ろ
と
燃
え
る

炎
で
身
体
を
温
め
る
と
心

ま
で
暖
か
く
な
る
。

清泉寮からの富士 山梨県北杜市高根町清里

日本美術会の写生会にて

大
金
持
ち
か
ら
取
ら
な
い
で

取
り
や
す
い
所
か
ら
取
る

　

安
倍
自
公
政
権
は
来
年
十

月
か
ら
消
費
税
を
十
％
に
増

税
す
る
と
云
う
。

　

景
気
悪
化
を
見
越
し
て
景

気
対
策
を
す
る
と
云
う
が
、

税
率
が
二
％
上
が
れ
ば
、
買

え
る
物
が
約
二
％
減
る
か
ら

売
れ
行
き
が
減
る
の
は
当
た

り
前
。
消
費
税
増
税
は
景
気

対
策
と
真
反
対
。

｢

社
会
保
障
の
為
？｣

　

自
公
政
権
の
決
ま
り
文
句

は｢

消
費
税
は
社
会
保
障
の

為｣

。
し
か
し
、
福
祉
の
実

態
は
ど
う
か
？
前
年
に
高
齢

者
が
受
け
た
の
と
同
じ
社
会

保
障
を
今
年
も
続
け
る
と
、

高
齢
者
が
増
え
た
だ
け
社
会

保
障
費
が
増
え
る
。
こ
れ
を

｢

自
然
増｣

と
云
う
。
自
公

政
権
は
次
々
と
制
度
を
変
え

て
こ
の
六
年
で
「
自
然
増
分
」

を
一
兆
六
千
億
削
減
。

　

財
務
省
は
更
に
社
会
保
障

改
悪
を
計
画
。
後
期
高
齢
者

の
医
療
費
本
人
負
担
を
二
割

に
引
上
げ
、
軽
い
病
気
の
医

療
費
に
追
加
負
担
、
介
護
保

険
の
本
人
負
担
を
二
割
に
引

き
上
げ
等
だ
。

消
費
税
で
法
人
税
減
税

　

一
九
八
九
年
に
消
費
税
が

導
入
さ
れ
て
二
〇
一
八
年
度

末
ま
で
の
消
費
税
総
額
は

三
七
二
兆
円
。
一
方
、
こ

の
間
に
法
人
三
税
の
税
収
は

二
九
一
兆
円｢

減
少｣

。
つ

ま
り
、
消
費
税
は
法
人
税
減

税
に
使
わ
れ
た
。

　

所
得
税
の
最
高
税
率
も
引

き
下
げ
。
株
式
や
土
地
の
所

得
の
税
率
が
低
い
の
で
、
所

得
百
億
超
の
所
得
税
負
担
率

は
十
七
％
。
所
得
五
千
万
～

一
億
の
小
金
持
ち
は
二
八
％
。

大
金
持
に
優
し
い
税
制
だ
。

　

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


